
また、平成28年10月からは三階蔵と井戸蔵の修理に着手しています。三階蔵は、傷みが
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３．修理の内容

　工事では、建物そのものだけでなく技術の伝承も図るため、解体中の調査結果に基づ

き、できるだけ元の通りの工法・材料を使って修理を行っています。古い材料そのもの

に価値があるため、木材であれば傷んだ部分のみを切り取って継ぐなどし、壁であれば

解体後に保管していた元の壁土を藁と練り合わせ、屋根も元の瓦を１枚１枚調査して健

全なものを抽出し、それぞれ古い材料を極力再利用しています。古い木製部材や瓦は、

手仕事で作られており、また長い歴史の中で変形なども生じているため、新しい材料を

使用するよりもはるかに手間と根気の必要な作業となります。

　そのうえで、構造的に弱い部分や、雨漏りや虫喰により傷みやすい部分は、補強した

り、現代的な工法を併用したりして、できるだけ同じ破損を繰り返さぬよう、工夫を重

ねています。敷地は地下水位が高いため、主屋は防湿を目的としたコンクリート基礎を

設置し、また鉄骨等による補強も行います。三階蔵・井戸蔵は、かつて香川県で産出し
て しま

礎を設置しています。

た豊島石による基礎石の劣化が進んでおり、この補強のため、やはりコンクリートの基

１．工事の概要

 　井上家住宅は倉敷最古の町家建築で、平成14年、主屋、三階蔵、井戸蔵、東西土塀の

計５棟が重要文化財に指定されました。非常に傷んでいたため、直後に応急修理を施し

ましたが、この度ようやく本格修理にこぎつけることができ、平成24年12月に事業に着

手しました。

 

　事業は、設計監理を公益財団法人 文化財建造物保存技術協会に委託、施工を入札に

の補助事業として進められています。完了は平成34年6月となる予定です。

 　主屋の解体時の調査では、建物の変遷が概ね明らかになりました。２階の壁板に残さ

れた墨書から、享保6年(1721)に上棟したことが知られ、その後修理前まで増改築を繰

 

り返したことがわかりました(右図)。今回は、江戸時代末期の天保年間(1830～44)頃の

姿に復原する方針で現状変更を申請し、許可されました。

比較的少ないため半解体修理とし、揚屋(建物全体のジャッキアップ)をして足元廻りの

補修と基礎工事を行いました。井戸蔵は解体修理で、現在解体を完了しています。

あげ や

２．調査及び主屋の現状変更

　三階蔵は主屋建築後間もなく建てられ、井戸蔵もその後建てられたと考えられます。

主屋や三階蔵での発掘調査では、建物の礎石下を石で固めながら、敷地を何層にも分け

て盛土するという建築当時の念入りな地業が、今回初めて確認されました。

　主屋は一旦礎石まで全て解体し、平成26年4月から組立工事を行っています(解体修理)。
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